
 

                                    

                                     

                                     

                                     

令
和
3

年
10

月

17

日

（
日
）
全
日
本
通
信
珠
算

競
技
大
会
が
実
施
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
各
都
道

府
県
に
お
い
て
参
加
選
手

が
同
一
条
件
の
も
と
、
公

平
に
競
い
合
う
こ
と
が
全

日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会

の
趣
旨
で
あ
り
、
本
大
会

実
施
に
あ
た
り
、
各
会
場

使
用
等
で
著
し
く
制
限
が

加
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

全
国
で
均
一
な
環
境
が
整

わ
な
い
為
、
中
止
と
な
り

ま
し
た
。 

大
阪
府
大
会
も
皆
様
の

健
康
を
考
慮
し
、
会
場
で

の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
競
技
部
も
事
前
の

部
会
に
て
、
会
場
開
催
の

場
合
と
、
そ
う
で
な
い
場

合
を
想
定
し
て
、
部
員
一

同
準
備
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
昨
年
度
同

様
に
各
教
室
で
の
通
信
競

技
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
申
し
込
み
は
22
教

室
、
小
学
四
年
生
以
下
の

部
86
名
、
小
学
校
の
部
96

名
、
中
学
校
の
部
56
名
、

高
校
一
般
の
部
17
名
、
合

計
255
名
。
昨
年
を
上
回
る

参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。 

大
会
要
項
・
競
技
問

題
・
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
・

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
等
を
郵

送
し
、
各
教
室
で
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

後
日
、
支
部
に
て
競
技

部
・
先
生
方
の
協
力
の
も

と
、
厳
正
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
各
部
門
の
入
賞

者
に
は
、
金
賞
・
銀
賞
・

銅
賞
と
表
彰
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
頑
張
っ
た
こ
ど

も
た
ち
に
、
今
後
の
励
み

に
な
る
よ
う
に
と
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
賞
も
表
彰
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

             
 
 

 

   

審
査
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
先
生
方
の
い
ろ

い
ろ
な
思
い
も
選
手
た
ち

の
気
持
ち
も
身
に
染
み
て

お
り
ま
す
。 

支
部
行
事
は
生
徒
・
先
生

方
に
希
望
を
持
っ
て
頂
く

た
め
に
行
う
事
に
意
義
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。 

競
技
部
一
同
頑
張
っ
て

活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
協
力
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

競
技
部
長 

湊 

隆
之

そ
ろ
ば
ん
の
日
に
開
催
さ

れ
る
全
日
本
珠
算
選
手
権

大
会
、
10
月
の
全
日
本
通

信
珠
算
競
技
大
会
は
中
止

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

競
技
問 

室
21
団
体
、
参
加
人
数
、

４
年
生
以
下
84
名
、
小
学

生
88
名
、
中
学
生
49
名
、

高
校
一
般
20 
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（１）           全 珠 連 お お さ か   令和 3 年 11 月 28 日（日） 

令和３年度 

大阪府支部主催通信珠算競技大会 

 

  

会員教場での支部通信珠算競技大会の様子 
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姿
勢
は
、
そ
ろ
ば
ん
の
指

導
を
す
る
立
場
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
の
習
い

事
が
多
種
多
様
化
し
て
い

る
現
在
に
お
い
て
、
何
か

大
き
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ

て
い
る
気
が
し
た
。・
西
岡

佳
一
氏 

藤
井
美
保
子
氏
、

書
記
・
芝
野
加
代
子
氏
、

議
事
録
署
名
人
・
大
参
常

美
氏 

福
島
温
男
氏
）
、
議

事
進
行
に
入
っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て 

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
￥
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式 

 

  

      

                               

          

       

８
月
20
日
（
日
）
総
会

終
了
後
、
午
後
１
時
か
ら

大
阪
府
支
部
主
催
の
本
部

指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
東
大
阪
珠

算
協
会
の
２
名
の
先
生
方

で
す
。 

 

最
初
は
鈴
木
巌
先
生
に

よ
る
「
初
歩
よ
り
両
手
算

法
指
導
」
と
、
題
し
て
の

講
習
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

本
題
に
入
ら
れ
る
前
に
、

幼
少
の
頃
に
迷
子
に
な
っ

た
時
の
こ
と
か
ら
、
珠
算

を
始
め
ら
れ
た
頃
の
事
、

そ
し
て
25
歳
に
し
て
初

段
合
格
、
ご
自
身
が
暗
算 

  

                                  

                              

が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
、
出
場
選
手
を

激
励
し
た
。
今
年
も
韓
国

 

令和 3 年 11 月 28 日（日）    全 珠 連 お お さ か          （２） 

令和３年度大阪府支部主催通信珠算競技大会成績表 
  

小学四年生以下の部  小 学 校 の 部 

 選 手 氏 名 得点  選 手 氏 名 得点 

金賞 田中 里奈 1510 金賞 阪本 将清 1610 

金賞 石野 陽士 1440 金賞 保田谷 さくら 1590 

金賞 辻本 愛葵 1300 金賞 田中 良茉 1470 

銀賞 内田 爽太 1260 銀賞 廣瀬 慧和 1430 

銀賞 髙野 友絢 1160 銀賞 美馬 乙葉 1430 

銀賞 田中 杏果 1150 銀賞 小谷 奏楽 1410 

銀賞 熊原 なつ美 1120 銀賞 森下 あづみ 1410 

銀賞 吉村 彰真 1110 銀賞 南田 和志 1380 

銀賞 岡本 悠 1100 銀賞 北村 美蕾 1370 

銀賞 佐々木 心優 1090 銀賞 林 真央 1350 

銀賞 稲田 紬季 1080 銀賞 穂坂 凛凪 1340 

銀賞 川本 栞愛 1070 銀賞 保田谷 華 1330 

銀賞 中島 結人 1070 銀賞 櫻井 花奈美 1300 

 

中 学 校 の 部 

 

高校・一般の部 

 選 手 氏 名 得点  選 手 氏 名 得点 

金賞 信原 真尋 1360 金賞 荒木 雅志 1510 

金賞 髙見 友梨 1310 金賞 乾 ほの香 1410 

銀賞 廣田 いち花 1290 銀賞 弘津 美典 1390 

銀賞 廣瀬 蒼和 1230 銀賞 東 剛也 1280 

銀賞 鈴木 翔大 1230 銀賞 佐藤 詩優 1230 

銀賞 藤本 紗希 1210    

銀賞 村井 希翠 1190    

銀賞 後 駿路 1130    

 

☆ 第 65 回 全大阪学年別珠算競技大会 ☆ 

 

開催日時   令和４年２月６日（日） 午前 9時 30分 開会 

開催場所   大阪商業大学 （東大阪市御厨栄町 4-1-10） 

申込締切   令和３年 12月 10日（金）必着    ※詳細は競技部より連絡があります。 



か
ら
の
招

待
選
手
５

名
が
参
加

し
紹
介
さ

れ
た
後
、
連

盟
よ
り
昨

年
の
「
そ
ろ

ば
ん
日
本

一
」
の
竹
澤

祥
加
選
手

(

千
葉
県)

に
読
上
暗

算
日
本
一

１０
回
達
成

の
偉
業
を

称
進
ん
だ
。

決
勝
で
は

土
屋
宏
明

選
手(

宮
城

県)

が
接
戦

を
制
し
１０

度
目
の
「
そ

ろ
ば
ん
日

本
一
」
の
栄

冠
を
手
に

し
た
。
土
屋

選
手
は
壇

上
で
何
と

も
言
え
な

い
達
成
感

に
包
ま
れ

て
い
る
と

笑
顔
で
感

想
を
述
べ

た
。
過
去
１５
回
の
出
場
で

１０
度
の
日
本
一
に
輝
い

た
中
で
誤
答
は
、
わ
ず
か

に
５
題
で
あ
る
と
い
う
驚

異
的
な
正
答
率
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
こ
の
日
一
番
の
ど

よ
め
き
が
会
場
内
に
起
こ

っ
た
。 

            

                

               

       

副
理
事
長 

澤
田 

悦
子 

 

令
和
元
年
度
本
部
役
員

改
選
に
あ
た
り
、
大
阪
府

支
部
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の

推
薦
を
い
た
だ
き
、
全
国

の
代
議
員
の
先
生
方
に
ご

支
援
を
賜
り
、
七
期
目
の

理
事
と
し
て
当
選
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

副
理
事
長
・
珠
算
教
育
研

究
所
所
長
と
い
う
大
変
名

誉
な
役
職
を
拝
命
し
、
責

任
の
重
大
さ
を
改
め
て
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

            

今
、
珠
算
界
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
見
つ
め
、

一
人
ひ
と
り
の
子
供
た
ち

に
寄
り
添
い
、
主
体
性
を

大
切
に
し
た
指
導
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
全
国
で
保
護
者
と

子
供
た
ち
か
ら
「
そ
ろ
ば

ん
」
を
習
っ
て
良
か
っ
た

と
言
っ
て
も
ら
え
る
教
室

が
増
え
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

更
に
取
る
こ
と
で
、
全
珠

連
が
“
ワ
ン
チ
ー
ム
”
と

な
れ
る
よ
う
何
事
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

今
後
と
も
温
か
く
見
守
り
、 

励
ま
し
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

 

  

も
、
そ
ろ
ば
ん
が
出
て

く
る
と
「
ま
ぁ
え
え
か
」

と
思
っ
て
し
ま
う
。
と
り

わ
け
、
そ
ろ
ば
ん
シ
ー
ン

の
あ
る
時
代
劇
映
画
は
よ

く
記
憶
し
て
い
る
が
、
全

部
を
紹
介
で
き
な
い
の
で

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。 

そ
も
そ
も
、
武
士
が
主

役
の
多
い
時
代
劇
で
は
そ

ろ
ば
ん
シ
ー
ン
は
ほ
ん
の

一
瞬
で
あ
る
。
多
く
は
商

家
の
帳
場
に
出
て
く
る
程

度
と
い
え
る
。
戦
国
時
代

は
、
そ
ろ
ば
ん
が
で
き
る

武
将
が
大
勢
い
た
と
文
献

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
身

分
制
度
つ
ま
り
封
建
社
会

が
確
立
し
た
江
戸
時
代
に

な
る
と
侍
は
そ
ろ
ば
ん
を

蔑
ん
で
い
た
。
商
人
が
扱

う
そ
ろ
ば
ん
よ
り
武
士
た

る
者
は
剣
の
道
だ
と
い
う

矜
持
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
常
識

を
変
え
た
の
が
森
田
芳
光

監
督
の『
武
士
の
家
計
簿
』

（
２
０
１
０
年
）
で
あ
っ

た
。
加
賀
藩
御
算
用
者
の 

    

珠
算
学
習
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
そ
ろ
ば
ん
を
習

っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
・
楽

し
か
っ
た
こ
と
・
こ
ど
も

た
ち
の
夢
な
ど
を
、
作
文

や
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
作
品

を
募
集
し
ま
す
。（
研
修
部
） 

★
テ

ー

マ 

『
そ
ろ
ば
ん
』 

＊
未
発
表
の
も
の
に
限
る 

★
応
募
作
品 

①
作
文
の
部 

(

四
百
字
詰
め
原
稿 

 

用
紙
３
枚
以
内
・
一 

人
一
編
） 

②
ポ
ス
タ
ー
の
部 

画
用
紙
（
絵
具
画
・ 

 

ク
レ
パ
ス
画
・
そ
の 

他 

規
定
は
あ
り
ま 

せ
ん
。一
人
一
作
品
） 

★
応
募
資
格 

全
珠
連
大
阪
府
支
部
会
員

教
場
の
生
徒
に
限
る
。 

★
入

賞 

入
賞
者
に
は
、
各
部
門
別

に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

最

優

秀

賞 
 

一
名 

優

秀

賞 
 

若
干
名 

審
査
員
特
別
賞 

 

若
干
名 

佳

作 
 

若
干
名 

 

★
応
募
締
切 

令
和
２
年
10
月
30
日 

(

当
日
消
印
有
効) 

★
応
募
方
法 

必
ず
所
定
の
応
募
票
・
応

募
作
品
申
込
用
紙
に
、
丁

寧
に
記
入
し
、
作
品
に
応

募
票
を
添
え
、
会
員
教
場

取
り
ま
と
め
の
上
、
左
記

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

〒
５
５
２-

０
０
０
１ 

大
阪
市
港
区
波
除 

２‐

８‐

14 

(

公
社)

全
珠
連 

 

大
阪
府
支
部 

「
生
徒
作
品
係
」 

 

★
発

表 

研
修
部
で
厳
正
な
る
審

査
の
上
、
会
員
教
場
の
先

生
宛
へ
郵
送
を
も
っ
て
発

表
と
な
り
ま
す
。
入
選
作

品
の
一
部
は
『
全
珠
連
お

お
さ
か
』
に
掲
載
予
定
。

応
募
作
品
は
、
珠
算
Ｐ
Ｒ

活
動
に
一
部
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
著
作

権
は
、
全
珠
連
大
阪
府
支

部
に
帰
属
す
る
も
の
と
し

ま
す
。
ま
た
応
募
作
品
は

返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 

（３）           全 珠 連 お お さ か   令和 3 年 11 月 28 日（日） 

 

令和３年度大阪府支部主催通信珠算競技大会 アンケート結果 
 

 

問１ コロナ禍の中で、支部通信珠算競技の中止も懸念されましたが、昨年に続き今回も、各教室にて 

     記録会形式の支部通信珠算競技大会を開催いたしました。満足いただけましたか？ 

 

問２ 賞品を豪華に、または入賞者を増やすために参加料を徴収することに賛成ですか？ 

 

問３ 第６５回全大阪学年別珠算競技大会の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ご意見・ご感想 
＊参加賞をだしてほしい 

＊学年別は会場で開催してほしい 

＊これからはコロナ対策を十分していればできるし、子どもたちは会場での緊張感が良いと思う 

＊出来れば会場と教室をオンラインでしてコロナで行きたくない教室を参加させてもらいたい 

＊学年別はコロナ状況により、会場の場合、人数制限も考慮すれば……１５名以内等 

＊優勝者のトロフィーなど大きいものに！豪華に見せる！そのために参加費５００円 

＊６月頃に、もう一つの大会を！費用を徴収してでもいいのでは！ 

＊参加料徴収は会員限定なら賛成 

＊会員外の参加料をもっと上げたら… 

＊全大阪学年別は会場希望 もういいでしょう！ 

＊１学期に会員限定の暗算を中心とした大会を開いてほしい 

＊会場中止の判断が早過ぎたのではないか！ 

＊大会開催は珠算教育向上においても必要だと思います 

＊昨年同様、全員の順位を出して頂きたい 

＊全大阪は希望として会場開催 ２部に分かれても良い 

＊参加選手名簿に、学年が記載されていれば嬉しかったです 

＊教室で出来るので申し込みをしていますが、会場ですべきだと思います 

＊感染状況がこのまま落ち着けば会場での開催も視野に入ってくると思いますが、まだすぐに開催という 

 感じでもないといったむずかしいところです 

＊昨年の問題点の改善策がなかったのでは？ 

＊会場で出来る日が来ることを願ってます 

 

 

☆参加選手たちの感想 
『教室の方が緊張しなくていい』 『会場でするほうが好きなので会場でしたい』  

『他の教室の人たちと直接対決できなくて残念』 

 

満足

34%

ほぼ満足

33%

ふつう

20%

不満

13%

問１

満足 ほぼ満足 ふつう 不満
 

賛成

53%

どちらでも

20%

反対

27%

問２

賛成 どちらでも 反対
 

会場

73%今回同様

27%

中止

0%

その他

0%

問３

会場 今回同様 中止 その他



  

                                    

   

〈
競
技
部
〉 

日
程 

 

令
和
３
年
11
月
５
日 

場
所 
大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 
５
名 

１
．
大
会
時
間
に
つ
い
て 

２
． 

種
目
別
競
技
に
つ
い
て 

３
． 

人
数
制
限
に
つ
い
て 

４
． 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
、 

注
意
事
項 

 
 
 

〈
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

令
和
３
年
11
月
７
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

16
名 

１
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 

ブ
ロ
ッ
ク
・
近
畿
連

合
会
・
大
阪
連
合
会

状
況
報
告 

２
．
第
65
回
全
大
阪
学
年

別
珠
算
競
技
大
会
に

つ
い
て 

３
．
第
67
回
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
式
典
に

つ
い
て 

４
．
支
部
監
査
の
代
行
に

つ
い
て 

５
．
支
部
研
修
旅
行
に
つ

い
て 

６
．
各
執
行
部
報
告 

７
．
そ
の
他 

   

12
月
５
日 

 
 

理
事
会 

12
月
19
日 

 
 

偶
数
月
検
定
試
験 

令
和
４
年
１
月
３
日 

 

は
じ
き
初
め
（
大
阪
天
満
宮
） 

１
月
９
日 

 
 

常
任
委
員
・
地
区
長
合
同
会
議 

１
月
16
日 

 
 

監
査
会 

１
月
30
日 

 
 

第
407
回
検
定
試
験 

２
月
６
日 

 
 

全
大
阪
学
年
別
珠
算
競
技
大
会 

２
月
11
日 

 
 

大
阪
珠
算
連
合
会 

２
月
20
日 

 
 

常
任
委
員
会 

２
月
27
日 

 
 

偶
数
月
検
定
試
験
・
理
事
会 

３
月
６
日 

 
 

第
67
回
そ
ろ
ば
ん 

 
 

優
秀
生
徒
表
彰
式
典 

３
月
20
日 

 
 

第
408
回
検
定
試
験 

３
月
26
日 

珠
算
指
導
者
教
養
講
座 

３
月
27
日 

 
 

研
究
集
会
（
兵
庫
県
） 

３
月
27
日
～
28
日 

 
 

支
部
研
修
旅
行 

     

      

     

       

    

       

                                  

                   
 

               

      

 

令和 3 年 11 月 28 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （４） 

諸
会
議
行
事
報
告 

 
 

編
集
後
記 

 
 

「
お
お
さ
か
」
３

４
８
号
の
発
行
に
あ

た
り
、
ご
協
力
・
ご

助
言
を
下
さ
っ
た
諸

先
輩
先
生
方
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

ま
だ
ま
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
国
内

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
、

ゆ
る
や
か
に
減
少
傾

向
が
み
ら
れ
て
き
ま

し
た
。 

令
和
４
年
か
ら
は

少
し
ず
つ
大
阪
府
支

部
の
行
事
が
行
わ

れ
、
会
員
の
皆
様
に

会
え
る
こ
と
を
、
心

待
ち
に
し
て
い
ま

す
。 

 

令
和
３
年
の
最
後

の
広
報
誌
を
発
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、「
今
年
も
一

年
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。」 

 （
広
報
部
） 

12月・2 月検定試験のお知らせ 
★申込期日締切日 

12月 01日(水) 午前 10時 

0  2月 08日(火) 午前 10時 

★検定結果報告締切日 

12月 20日(月) 午前 10時 

02月 28日(月) 午前 10時 

★期日は厳守して下さい。 

第
405
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験
（
令
和
３
年
９
月
26
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
船

う
え
ふ
ね 

皓 こ
う

太 た 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
市
立
宮
原
小
学
校
４
年 

行
事
予
定 

★支部事務局の冬休みのお知らせ★ 

令和３年 12月 28日(火)～１月４日(火) 

業務開始は、令和４年１月５日(水)からです。 

★会費納入のお願い★ 

 令和３年度支部後期会費を、各地区にてとりまとめ 

12月 6日（月）までに、支部へ納入してください。 

 

第
404
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験
（
令
和
３
年
７
月
18
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴
木

す

ず

き 

翔
し
ょ
う

大 た 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

大
阪
市
立
十
三
中
学
校
１
年 

第
403
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験
（
令
和
３
年
５
月
30
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

行 ゆ
き

広 ひ
ろ 

龍
飛

り
ゅ
う
と 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吹
田
市
立
千
里
第
一
小
学
校
５
年 

   


